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サル有毛部の発汗機能について
猪飼公郎*･長谷川黍洋♯･萱倉尋実 …
(一名市大 ･医･生理,*'霊長研)
ヒトの発汗は宇笹足底における抗神発汗と一般休部
(有毛部)における温熱発汗に2大別されており,体温
調節に役立.,ているのは主として後者である｡
ネコ.イヌ.ラット,マウスなどの動物では有毛部に
は発汗が認められないが,苧環足床にはニ ック1)ン収が.
存在しており,析神刺激によって汗が分泌され,物体と
の叩旅を強めることによって物を揺るのに役立つとされ
ている｡
サルはヒトと上記動物との中間的存在で,柾靭により
有毛部にニック1)ン服の存在が組m的に証明 され る群
(ゴt)ヲGorilagorlZa.ナン′tソ〆-Pansatyrus,
ヒヒPaplodogucra,7'カy+I.'Jt'Macacamulatta,
グ1)-ンモンキ-CercopJthecuSaetMops,ルトy
PresbytispyrruS)と,布毛部にはエック1)ン股が存
在しない群とに分けることが出来る｡比較的下等なサJI,
〔メガネザルPhuiplncTar白ier,TarslussyrZclta,
キツネザル Mongooselemur,Lemurmongoz,オ
マキキツネザルLemurcatta,その他.Owlmonkey
(A6tustrlvjrgatus),GreatBushbaby(Galago
crasslcaudatus),LesserBushbaby(Galagosev-
egalens王S),Wh王te･crownedmangabey.Nycti-
cebuscoucangなど)が後者に屑する｡
Montagna& SakuraI(1962)は lemurmongoz
の有毛部 (下股部,陰部)で不明瞭な20-30ケの汗点を
自然発汗で認めている｡
一方,Aokl(1962)は Nyct王cebuscoucangの有
毛部汗腺は浅麻酔時において伍か乍ら自然発汗を示す
他,交感性,副交感性洗物に反応することを報曽してい
るが,これらの汗腺は汗の性状からアポク1)ン朋である
ことが推定される｡
中山･空食ら (1970)もMacacaEuscataの有毛部
打順が苗温環境で筏か乍ら自然発汗を示すことを報告し
ているが,反応を示した汗順がニックt)ン腺であるか,
またはアポクリン腺であるかについては追求していな
いo
以上要するに,サル有毛部のエツタリン腺が高温環境
で反応したという報告は,現在までない｡仮にサル有毛
部に自然発汗があるとしても,これがニックリン脱であ
るか,またはアポクリン腺であるかを決定することは,
サルの高温に対する体温調節損序を翰ずる上で丑要であ
り,汗腺進化という考え方からみても悪衣があるといえ
よう｡そこで今回,われわれは手始めに2頭のタイワン
ザル有毛部の汗順が,1)市弧や弟物刺激に対して如何
なる反応を示すか,2)反応を示した汗項はエックT)ン
脱であるかまたはアポクリン腺であるか,3)反応が交
感性械Ffであるかまたは副交感性機序であるかなどを調
査した｡
方法および由来
1)高温刺激に対するクイワyザJt,有毛部汗腺の反応o
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